
「明るく元気な子に育ってね」

「思いやりのある優しい女の子になって下さい」

広報によど川

2014

月号3

平成26年3月1日発行（No.104）

はじめまして ・  　 ・   　・

にしもり  せ  な

平成25年4月23日生
保護者/大祐・成美

西森 瀬成くん（下土居）

さわむら　せい

平成25年8月10日生
保護者/信一・登志美

澤村 星ちゃん（西古城山）

華
麗
な
時
代
絵
巻

　秋
葉
ま
つ
り

森
地
域
に
待
望
の
高
齢
者
施
設
が
完
成

厳
冬
の
滝
に「
氷
の
滝
」出
現

　赤
滝・白
滝

西
森
満
生
さ
ん「
瑞
宝
単
光
章
」受
章



《3》 広報によど川 3月号《3》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《2》広報によど川 3月号 《2》

　時
を
超
え
て
語
り
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
こ
の
町
に
は

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
「
秋
葉
ま
つ
り
」
の
伝
承
で

す
。
幼
い
こ
ろ
に
地
域
の
人
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

先
輩
か
ら
さ
ら
に
指
導
を
受
け
て
一
人
前
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　こ
の
町
に
は
、
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
を
守
り

ぬ
い
て
い
く
強
固
な
意
志
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

　二
月
十
一
日
、
土
佐
三
大
祭
り
の
一
つ
、
二
百
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
秋
葉
神
社
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
総
采
配
役
の
「
鼻
高
」
を
先
頭
に
、
み
こ
し

を
中
心
と
す
る
神
幸
行
列
、
続
い
て
霧
之
窪
、
本
村
、

沢
渡
の
三
地
区
で
つ
く
る
「
奉
納
組
」
が
笛
や
太
鼓
、

か
ね
を
響
か
せ
な
が
ら
約
三
㌔
の
山
道
を
秋
葉
神
社

へ
向
け
、
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　最
大
の
見
せ
場
は
長
さ
約
六
・
五
㍍
の
毛
や
り
を
二

人
一
組
で
投
げ
合
う
「
鳥
毛
ひ
ね
り
」。美
し
い
衣
装
の

若
者
が
一
気
に
風
を
切
っ
て
相
手
に
放
り
投
げ
、
も
う

一
人
が
勢
い
よ
く
飛
び
上
が
っ
て
受
け
止
め
る
と
、
観

衆
か
ら
、「
え
い
ぞ
！
」「
よ
っ
し
ゃ
！
」と
激
励
の
声
が

湧
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
愛
ら
し
い
太
刀
踊
り
な
ど
、

約
二
百
人
の
「
練
り
」
行
列
が
大
勢
の
見
物
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　秋
葉
神
社
に
「
練
り
」
行
列
が
到
着
す
る
と
、
十
六

人
の
担
ぎ
手
が
み
こ
し
を
上
下
左
右
に
何
度
も
激
し
く

揺
さ
ぶ
り
、
会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
。
普
段
閑
寂
な

山
里
に
太
鼓
や
笛
の
音
が
響
き
渡
り
、
時
な
ら
ぬ
賑
わ

い
に
湧
き
か
え
り
ま
し
た
。

秋
葉
ま
つ
り

誇
ら
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

                   

華
麗
な
時
代
絵
巻

秋
葉
ま
つ
り

誇
ら
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

                   

華
麗
な
時
代
絵
巻

時
な
ら
ぬ
賑
わ
い

　

　山
里
に
笛
や
太
鼓
が
鳴
り
響
く

は
な
た
か



《5》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《4》

いの町・和紙はがき絵展
　岡喜惠子さん(東村上)が「いの町長賞」受賞

安心・安全な仁淀川町へ 消防出初め式に団員231人

 

西
森
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年
に
旧
池
川
町
消
防
団
に

入
団
し
、
平
成
二
十
二
年
に
退
団
さ
れ
る
ま
で
、
四

十
一
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
率
先
し
て
消
防
活
動

に
従
事
し
、
消
防
団
の
育
成
・
発
展
の
た
め
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
豊
富
な
消
防
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、
日
ご

ろ
か
ら
消
防
技
能
等
に
つ
い
て
団
員
へ
の
指
導
に
努

め
、
団
結
を
図
る
と
と
も
に
、
常
に
住
民
の
安
全
を

考
え
、
現
場
に
出
動
。
昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
・
救
助

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
四
十
一
年
と
い
う
消
防
活
動
に
つ
い
て
「
思
い

起
こ
せ
ば
椿
山
地
区
で
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
雷

に
よ
る
山
火
事
の
消
火
活
動
な
ど
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
都
度
地
域
の
人
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
感
慨
深
そ
う
に
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　二
月
一
日
に
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
受
章
祝

賀
会(

主
催
・
発
起
人
代
表
合
田
幸
市
郎)

で
は
、
大
石
町
長
や
町
議
会

議
員
ら
来
賓
と
、
地
域
の
方
々
や
消
防
関
係
者
な
ど
、
約
百
人
が
出
席

し
、
西
森
さ
ん
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

　数
々
の
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
後
、
西
森
さ
ん
は
「
自
分
だ
け
の
功
績
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
気
遣
い
、
支
え

て
く
れ
た
今
は
亡
き
妻
に
感
謝
し
た
い
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

十
一
月
三
日
、
秋
の
叙
勲
が
発
令
さ
れ
、
仁
淀
川
町
で
は
、
西

森
満
生
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　第７回全国土佐和紙はがき絵展の審査が行われ、　岡喜惠子さ

ん(81)の「昭和初期・こうぞ蒸し・回想画」が見事「いの町長

賞」に選ばれました。

　今年は全国２０都道府県から３７８人、計６７１点の作品が寄

せられました。　岡さんは、小さい頃から絵を描くことが好きで

小学校当時の得意科目は図画。趣味で描き続けて７０数年、今回

初めて作品展に応募しました。

　生まれ育った都の風景を描いた　岡さんの作品には、当時盛ん

だったこうぞ蒸しの一場面が鮮明に描かれ、家族の温かさが溢れ

ています。当時の営みやのどかな田園風景を残したいとの思いで、

４歳の頃から心に留めてきた記憶をたどり、描いたそうです。

　今回の受賞に　岡さんは、「趣味を続けてきてよかった。この

受賞が励みになりました。これもお世話になった皆さんのおかげ

です。これからも体力の続く限り描き続けていきたいです」と抱

負を話してくれました。

　作品は３月３０日まで、いの町の紙の博物館に展示されています。

1
月
25
日

　山
村
自
然
楽
校
「
し
も
な
の
郷
」
の
長

坂
山
登
山
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
町
外
か
ら
の
参
加
者

と
地
元
関
係
者
ら
三
十
人
が
、
登
山
道
を
登
り
、
赤

滝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　し
も
な
の
郷
付
近
か
ら
長
坂
山
の
斜
面
を
登
る
こ

と
約
二
時
間
。
容
赦
な
い
傾
斜
と
慣
れ
な
い
足
元
に

苦
戦
す
る
も
、
途
中
地
元
の
方
が
杖
を
作
っ
て
く
れ

た
り
、
飴
を
配
る
な
ど
の
配
慮
も
あ
り
、
全
員
無
事

に
標
高
九
百
㍍
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
「
赤
滝
」
に
到

着
し
ま
し
た
。

　そ
こ
に
待
っ
て
い
た
の
は
、
厳
冬
の
滝
が
つ
く
り

出
す
高
さ
二
十
㍍
の
氷
の
芸
術
。
圧
巻
の
光
景
に
参

加
者
ら
の
目
は
く
ぎ
付
け
で
、
「
疲
れ
を
吹
き
飛
ば

す
美
し
い
景
観
に
感
動
で
す
」
、
「
写

真
で
見
た
の
と
実
際
で
は
迫
力
が
ま
っ

た
く
違
い
ま
す
」
と
達
成
感
に
満
ち
た

表
情
で
、
場
所
を
変
え
て
は
記
念
撮
影

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
岩
陰
で
暖
を
と
り
、
地
域
の

素
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ
た
し
も
な

の
郷
特
製
弁
当
に
舌
鼓
。
交
流
を
深
め

た
後
一
行
が
下
山
す
る
と
、
温
か
い
ぜ

ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
大
好
評
。
夜
は

猪
鍋
を
囲
み
、
地
元
住
民
ら
と
語
ら
い
、

思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

１月26日　池川山村広場で仁淀川町消防団の出初

め式が、合田幸市郎団長以下２３１人の団員、久

喜自主消防団、町内の女性防火クラブが参加して

行われました。

　最初に階級移動のあった団員と、新入団員に辞

令が交付されました。次に、それぞれの管轄区域

で平成２５年中に１件も火災が起きなかった１０

分団に対して、無火災報奨が贈られました。

　その後、服装と機械器具の点検、分列行進など

を行い、団員一人一人が防火に対する決意を新た

に今年の活動のスタートを切りました。

　今年は１１月に東京で行われる全国消防操法大

会に、森分団が高知県代表として出場します。皆

さまの温かいご声援をよろしくお願いします。

喜びもひとしおの西森さん

パステルで描かれた作品
「昭和初期・こうぞ蒸し・回想画」

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章 

消
防
功
労
　
西
森
満
生
さ
ん 

（
71
歳
　
大
野
）

み

つ

　
お

【略歴】

 昭和４４年　２月 池川町消防団入団

 昭和５４年１０月 池川町消防団班長

 昭和６０年　９月 池川町消防団副分団長

 平成　７年　２月 池川町消防団分団長

 平成１４年　７月 池川町消防団副団長

 平成１７年　８月 仁淀川町消防団副団長

 平成２２年　３月 退団

無火災報奨

 用居分団　 狩山分団

 安居分団　 川渡分団

 泉川分団　 沢渡分団

 別枝分団　 名野川分団

 中津分団　 寺村分団

新入団員

井上　友幸(寺村分団)

西森　大空(泉川分団)

黒川　桂志(大崎分団)

小田　和廣(狩山分団)

受
賞
を
喜
ぶ

　岡
さ
ん

厳
冬
の
滝
に
高
さ
二
十
㍍「
氷
の
滝
」出
現

　
　
　
　
　
　
　赤
滝
・
白
滝（
長
坂
山
）

達
成
感
に
満
ち
た
表
情
で
思
い
思
い
に
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
参
加
者
ら

岩
陰
で
休
憩
。
案
内
人
の

中
西
さ
ん
の
ガ
イ
ド
に
耳
を

傾
け
る
参
加
者
ら

ともゆき

まさたか

けい  じ

かずひろ



名
野
川
地
域
の
各
自
主
防
災
組
織
の

会
長
が
集
ま
り
、
地
域
の
連
携
を
は

じ
め
、
一
人
一
人
の
防
災
意
識
向
上

を
図
り
ま
し
た

名野川地域　12月7日開催

自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
に
向
け
住

民
が
集
ま
り
、
地
区
内
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
防
災
や
防
犯
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

遅越地区　２月４日開催

住
民
や
消
防
関
係
者
ら
約
百
人
が
参

加
。
起
震
車
体
験
や
煙
に
よ
る
視
界

不
良
な
場
所
で
の
避
難
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
し
た

長者地域　２月16日開催

大
崎
地
域
の
各
自
主
防
災
組
織
の
会

長
が
集
ま
り
、気
象
情
報
の
利
活
用
な

ど
、情
報
を
迅
速
に
避
難
行
動
へ
結
び

つ
け
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た

大崎地域　12月14日開催

住
民
や
消
防
関
係
者
ら
約
三
十
人
が

参
加
。
消
火
栓
の
使
用
手
順
の
確
認

や
応
急
手
当
な
ど
を
行
い
ま
し
た

大板地区　２月16日開催

《7》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《6》

　仁淀川町森にこの度「仁淀川町デイ

サービスセンター　ひなた荘」と「仁

淀川町高齢者生活福祉センター　なご

みの里」が完成し、４月利用開始に向

けて着々と準備が進められています。

　仁淀地区では長者地域に「仁淀川町

デイサービスセンター　せいらん荘」

があり、多くの皆さまにご利用いただ

いていますが、仁淀地区の中心地であ

る森地域に「ひなた荘」ができたこと

により、利用者の利便性アップ、また

サービスへの動機づけがよりスムーズ

に行われることが期待されます。

　「ひなた荘」はデイサービス機能に

併せてニーズの高い短期入所機能も５

床備えており、加えて障害児・障害者

の日中一時支援事業も行う施設となっ

ています。

　また、建物は隣接する「ふたば保育

所」から一段高く建っており、壁一面

に広がる大きな窓からは園庭を望むこ

とができ、今後は園児、高齢者、障害

児・障害者の幅広い交流が期待されま

す。

池川総合支所に届けられた大根。窓

口のソファに腰掛ける「美しい脚線

美」に訪れた人は見入っていました。

　自分が住む地域に、どんな災害の危険が

あるか、ご存じですか。

　どんな備えが必要か。どこへ行けば、何

があるのか。

　今、災害が起きたら、自宅の備えだけで

家族を守ることができるでしょうか。

　町内各地で、自主防災組織をはじめ、地

域みんなで助かるための防災活動が行われ

ています。その取り組みをご紹介します。

「自主防災組織」とは、地域の皆さんが協力して防災
活動を行う組織です。

　本町の自主防災組織率は、2月28日現在で91.6％となってい

ます。災害が起こったときに頼りになるのは「ご近所」の助け

合いです。自主防災組織を結成して地域の結束力を高め、「み

んなのまちはみんなで守る」という意識を持ち、地域防災力を

向上させましょう。

　自主防災組織の取り組みなど詳しい内容については、下記ま

でお問い合わせください。

■問い合わせ　仁淀川町役場総務課　☎３５－０１１１

　　　　　　　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　　　　　　　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

避難時も安心して過ごせるように
̶ 福祉避難所協定調印式 ̶

自分たちの地域は自分たちで守る

大石町長（左）、井上会長

２月18日　町と社会福祉法人仁淀川町社会福祉協議会(井上兼春会長)と

の間で、「福祉避難所の設置運営に関する協定」を締結しました。

　町として初めての試みで、災害時、指定避難所などでの生活で特別な

配慮を要する「要配慮者等」などの受け入れを要請するためのものです。

　今回、福祉避難所として指定されたのは、町内３施設（仁淀川町デイ

サービスセンター「池川」・「とちの木園」・「せいらん荘」）。施設

を運営する団体と災害対策本部となる町が運用方法や費用負担などをあ

らかじめ決めておくことで、「要配慮者等」が災害から受ける負担を軽

減することが期待されます。

　大石町長は「今後も備品の準備や連絡方法、受け入れ手順などを定め

るとともに、さらに多くの社会福祉施設等と連携できるよう進めていき

たい」と話していました。

仁淀川町高齢者生活福祉センター なごみの里

なごみの里

なごみの里　調理室

ひなた荘　フロア

森地域に待望の高齢者施設が完成

ソ
フ
ァ
に
腰
掛
け
る

美
し
い
脚
線
美
！



仁
淀
川
町
役
場 

企
画
課

仁
淀
川
町
役
場 

企
画
課

⑴情報・相談

②情報提供

④連絡調整

⑵現地調査

①問い合わせ

③申込み

⑶連絡調整

空
き
家 

所
有
者

移

住

希

望

者

契約交渉・契約成立（当事者間）

仁淀川町
空き家紹介制度

仁淀川町
空き家紹介制度

《9》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《8》

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　２月８日(土)に別府小学校で「今、子どもたちに伝えたい

こと」と題して、清水眞砂子さんの講演会がありました。こ

の講演会には、別府・長者小学校・仁淀中学校の児童・生徒

をはじめ、保護者や地域の方々も参加しました。

　清水眞砂子さんは、児童文学研究者として、児童文学『ゲ

ド戦記』の翻訳で日本翻訳文化賞を受賞され、講演などでもご活躍されています。

　この日の講演は２部構成で行われました。前半は１年生から４年生に、植物の名前に込められた面白

さ、動物の鳴き声の各国の聞こえ方の違うことなどの話や絵本の読み聞かせがありました。楽しい話や

読み聞かせに、友達と顔を見合わせた時の笑顔が印象的でした。

　後半は５・６年生と中学生を対象とした話では、清水先生が経験された「ことばのおもしろさ」に関

するエピソードから、国によって違いはあるが、お互いに分かり合いつながり合うために言葉があるこ

とを話してくれました。最後に「なぞなぞは最高の言葉の芸術のひとつ。言葉遊びを通して、言葉につ

いて考え、大切に守っていってください」と締めくくりました。外国の方との交流が多い清水先生なら

ではの、ハッとさせる興味深い話や、ほのぼのと温かく楽しい話を聞くことができました。

児童文学研究者・清水眞砂子先生による
ことばのおもしろさを学ぶ講演会

桜を巡る約７ｋｍの周回コース

大渡ダム湖畔桜ウォーク

空き家情報募集中
清
水
先
生
の
講
演
の
様
子

■開 催 日　3月30日（日）　※雨天決行

■集合場所　仁淀川町観光センター

　　　　 　（吾川郡仁淀川町高瀬3869）

■参 加 費　1,000円／人（昼食代を含む）

　　　　　　※6歳以下無料（弁当持参）

■申込締切　3月28日（金）

■受付時間　9：00～9：30

　　　 　　（スタート／10時）

■主　　催　仁淀川町の観光を考える会

■持ってくる物　飲み物、シート（昼食用敷布）

■申し込み・問い合わせ　宝来荘（井上）　☎０８８９－３４－３７１９

●大渡ダム湖畔、高瀬地区、舟野のひょうたん桜を巡る約７ｋｍの周回コース

●参加費は、当日受付でお支払いください

●天候等によりコースを一部変更する場合があります

●コースは高低差のあるアスファルトの道路です。部分的に急こう配な箇所がありますので、ウォーキン

　グに適した服装・靴でご参加ください

●参加者は、万全な健康管理のもとに参加してください。万一事故が発生した場合、主催者は傷害保険に

　加入している範囲内および応急処置以外の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください

ま 　 さ 　 こ

いしかわ  い   さ   お地域おこし協力隊がゆく ～今月は石川伊佐男隊員です～

　仁淀川町に移住し３年半が過ぎ、この３月で任期満了となりますが、

いろいろな方に出会い、お世話になることばかりでした。今は感謝の気

持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

　地域におけるさまざまな課題は、地域の方だけでは解決が難しく、行

政との協働が必要だと感じました。私の活動が少しでも地域力向上の一

助になればとの思いも空回りすることばかりで、振り返ると自分の無力

さを痛感した日々でもありました。

   私の活動の一つは、石窯をつくり交流体験イベントを実施して

町の魅力を発信することでした。昨年１０月から山村自然楽校

「しもなの郷」にファミリーでもグループでも、気軽に石窯ピザ

づくりやバーベキューを楽しめる場所を作り始めました。すでに

石窯・タンドール、さらに日干しれんがを使ったバーベキューコ

ンロなどができ、正月には地域の方や大工さんと一緒に東屋も建

設しました。１月末にはピザやピタパンを食べたことがないとい

う地元の方の声を受け、試食会を行いました。この日は２０人を

超える方が集まり、楽しい時間を過ごすことができました。

  残り少ない日々ですが、「しもなの郷」の新しいプログラムとし

て活用できるように支援させていただきます。

しもなの郷に完成した東屋

自分の好きなものを詰めるピタパン
の楽しさに笑みがこぼれます

おいしそうなピタパンの完成！

初
め
て
の
ピ
ザ
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　仁淀川町では移住促進の一環として、ＵＩター

ンや田舎暮らしを希望される方へ町内の空き家を

紹介しています。

　空き家は大切な資産です。貸し出すことで家賃

収入を得ながら、良い状態を保ち、維持管理する

ことができます。

　空き家情報がありましたら、下記まで連絡をお

願いします。

■問い合わせ　

　仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

空き家情報は仁淀川町ホームページに掲載してい

ます。詳しくは下記URLをご覧ください

URL  http://www.town.niyodogawa.lg.jp/akiya/

焼
き
上
が
り
が

楽
し
み
！！
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

①
健
診
で
わ
か
る
こ
と
は
、
今
の
体
の
状
態

　特
定
（
後
期
高
齢
者
）
健
診
で
は
、
身
長
・
体
重

を
測
っ
た
り
、
血
液
や
尿
を
採
っ
て
体
の
状
態
を
調

べ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
自
分
の
体
が
今
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
健
康
か
病
気
か
と

い
う
両
極
端
な
答
え
で
は
な
く
、
こ
の
値
が
以
前
よ

り
上
が
っ
て
い
る
か
ら
少
し
気
を
つ
け
よ
う
と
か
、

運
動
を
し
て
い
る
か
ら
こ
の
値
が
下
が
っ
て
き
て
い

る
な
ど
、
今
の
生
活
習
慣
や
治
療
中
の
病
気
の
通
信

簿
の
よ
う
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
治
療
費
が
安
く
な
る

　が
ん
検
診
で
は
バ
リ
ウ
ム
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
検
便

な
ど
で
、
が
ん
や
他
の
病
気
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
、
早
く
病
気
の
芽
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
簡
単
で
安
い
治
療
費
で
済
む
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
病
気
を
見
つ
け
て
そ
の
ま
ま
放
っ

て
お
い
た
ら
、
病
状
が
悪
化
し
た
り
、
他
の
病
気
を

引
き
起
こ
し
た
り
と
重
症
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　健
診
を
受
け
て
、
今
の
体
の
状
態
が
わ
か
る
こ
と
、

病
気
を
早
め
に
見
つ
け
る
こ
と
は
、
健
康
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
み
ん

な
で
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！！

仁淀川町総合健診のお知らせ
～春は健診から！みんなで健診を受けましょう！～

全国健康保険協会からのお知らせ

健康テレフォンサービスのご案内
【高知保険医協会】

平成２６年度　総合健診の日程

３月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

13日(木) 小児科医の相談会・講話（10:00～15：00） ▲

14日(金) ベビー＆ママヨガ（13：30～15：00）▲

28日(金)ママとベビーのためのお話（13：30～15：00）▲

場所は子育て支援センターホール内です
問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター

　　　　　　 (仁淀川町大崎200)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？

より良い環境で子育てができるように支援をします。

　仁淀川町母子支援事業は子

育てママやプレママなど、ど

なたでも参加できます♪

　この機会にぜひ悩みや不安

を解消し、楽しく子育てがで

きることを願っています☆

  ３月になると暖かくなり始めましたね。ちょっと前に

ニュースを見ていたらこんな記事がありました。「健

康診断を1年間受けなかった社員のボーナスをカットす

る！」というものです。いろいろな議論を呼んだよう

ですが、健診に対して社会的関心が高まってきている

ように感じます。

　さて、仁淀川町では今年も総合健診を行います。一

人でも多くの皆さんに健診を受けていただくために、

なぜ健診が重要なのか知っていただきたいです。

　全国健康保険協会（協会けんぽ）加入の被扶養

者の方も、仁淀川町で行う「特定健診（生活習慣

病予防のために行う血圧測定、血液検査、診察等

の健診）」を受診することができます。受診する

ためには、協会けんぽが発行している「受診券」

が必要です。「受診券」は４月初旬に届きますの

で、健診時に会場までお持ちください。　

　なお、健診の申し込みは、直接、下記申し込み

先までお願いいたします。

■問い合わせ先　

　全国健康保険協会高知支部

  （協会けんぽ）

　☎０８８－８２０－６０２０

　今年から健診の日程に変更がありますのでご注意ください。県内の産婦人科医減少のため、女性が

ん検診(乳がん、子宮頸がん)のみ、別日程で受付時間を１時間延長して実施することになりました。

詳しい内容につきましては、お手元に届く「受診希望調査票」で確認の上、申し込みをお願いします。

○総合健診：特定健診、後期高齢者健診　肺がん、
   胃がん、大腸がん、前立腺がん、肝炎

○女性がん検診：乳がん、子宮頸がん

【問い合わせ先】

　仁淀川町役場保健福祉課　☎35－0888

　池川総合支所健康福祉課　☎34－2112

　仁淀総合支所健康福祉課　☎32－1132

　下記の内容で朝9時から翌朝9時まで、24時

間同じでテーマのテープを流しています。
　

☎０８８－８３２－５２６６
※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます

【３月のテーマ】
                    　

　月曜日　　お口の健康とアンチエイジング

　火曜日　　中性脂肪の値が高いと言われたら

　水曜日　　子どもの鼻づまり

　木曜日　　くも膜下出血

　金曜日　　便秘でお悩みの方

　土・日曜　鼻アレルギーと好酸球

̶いっぺんやってみんかよ̶
心も身体も ゆったり リラックス！
ほほえみの国タイに伝わる伝統マッサージ。

体を流れるエネルギーラインを指や肘、膝、足底で刺激し

自然治癒力アップ、ストレス緩和。癒し効果も抜群です。

ご自宅・会社への出張も大好評です。是非一度お気軽に

お試しください。

　営業時間　　１０時～２０時

　全身コース　６０分 ４０００円～ 

　足裏コース　４０分 ３５００円～

※お待たせする事のないよう、
　お電話にてご予約をお願いします。

タイ古式マッサージ　ぽんじゃらす
仁淀川町川口３７－３（交差点すぐ）

お問い合わせ、ご予約

　☎080 -3929 - 0 039

　お電話をお待ちしてます。

寒
い
時
に

肩
こ
り
が

気
に
な
る
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■■■お知らせコーナー■■■

　高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
家
庭

等
か
ら
収
集
さ
れ
る
し
尿
を
処

理
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十

六
年
四
月
一
日
よ
り
消
費
税
が

八
％
に
増
税
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
手
数
料
を
改
定
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

◆
手
数
料
改
定
の
実
施
日

　平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ

　高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー

　☎
２
６
・
０
３
０
５

○
正
社
員
侯
補
生

　

　１
３
０
，
０
０
０
円
〜

※
試
用
期
間
の
６
カ
月
間
は
時

　給
と
な
り
ま
す

　

　時
給
6
7
0
円
〜
7
7
0
円

  

（
フ
ロ
ン
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
）

■
時
間

　①
12
時
〜
21
時

　②
15
時
〜
21
時

■
出
勤
日

　

　週
５
日
〜
６
日

○
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

　時
給
6
7
0
円
〜
7
7
0
円

  

（
レ
ス
ト
ラ
ン
接
客
、
食
器
洗
い
）

　高
校
生
歓
迎

■
時
間

　①
12
時
〜
21
時

　②
18
時
〜
21
時

■
出
勤
日

　土
、
日
、
祝
日
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

　ウ
イ
ー
ク
、お
盆
、年
末
年
始

■
申
込
方
法

　電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
持

　参
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
各
種
保
険
制
度
あ
り

  

（
条
件
に
よ
る
）

・
往
復
40
㌔
以
上
の
方
は
、

　

交
通
費
支
給
有
り

■
問
い
合
わ
せ

　中
津
渓
谷
ゆ
の
森
（
井
上
）

　仁
淀
川
町
名
野
川
2
5
8
―
１

　☎
０
８
８
９
・
３
６
・
０
６
８
０

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・し
尿
処
理
手
数
料

が
改
定
さ
れ
ま
す

高
知
地
方
法
務
局
い
の

支
局
の
統
合
に
つ
い
て

中
津
渓
谷
ゆ
の
森

　
　従
業
員
募
集

不要になった原付・自動二輪等に
ナンバープレートがついていませんか？

軽自動車税は、４月１日現在の所有者等に課税されます

　４月１日現在で登録されている原動機付自転車(５０

ｃｃ未満のバイク)や自動二輪車、軽自動車は、その年

度の軽自動車税が課税されます。

　不要となった原付・自動二輪等のナンバープレート

は、３月31日までに役場または総合支所の税務係まで

返納してください。

　また、バイク等の所在が不明になっている場合も税

務係にご相談してください。

　廃車や、譲り渡しを予定している軽自動車も３月31

日までに手続きをするようお勧めします。

　高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

五
月
七
日
（
水
）
を
も
っ
て
高

知
地
方
法
務
局
本
局
（
高
知
市

栄
田
町
）
に
統
合
し
、
同
日
か

ら
全
て
の
業
務
を
高
知
地
方
法

務
局
本
局
に
お
い
て
取
り
扱
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　地
域
住
民
の
皆
さ
ま
方
に
お

い
て
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、
統
合
後
の
業
務
に
つ

い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
地
方
法
務
局
本
局

　☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
３
３
１

【高知地方法務局本局の所在】

　〒７８０－８５０９　

  高知市栄田町二丁目２－１０　高知よさこい咲都合同庁舎

地
籍
調
査
に
つ
い
て

　「
平
成
二
十
一
年
度
寄
合
地

区
（
ツ
ボ
イ
、
橋
ヶ
薮
等
）
」

の
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
高

知
地
方
法
務
局
い
の
支
局
に
お

い
て
、
地
籍
調
査
の
成
果
に
基

づ
く
登
記
事
務
が
完
了
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　池
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　国
土
調
査
係

　☎
３
４
・
２
１
２
０

法
務
省
専
門
職
員

（
人
間
科
学
）採
用
試
験

■
試
験
日

  

第
１
次
試
験

　６
月
８
日
（
日
）

  

第
２
次
試
験

　７
月
15
日
（
火
）

　〜
同
月
17
日
（
木
）

■
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　４
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時

　〜
同
月
14
日
（
月
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　４
月
１
日
（
火
）
お
よ
び

　同
月
２
日
（
水
）

■
試
験
の
区
分

　①
矯
正
心
理
専
門
職

　②
法
務
教
官

　③
法
務
教
官
（
社
会
人
）

　④
保
護
観
察
官

■
受
験
申
込
等
の
照
会
先

・
高
松
矯
正
管
区
職
員
課

　〒
７
６
０
―
０
０
０
３

　高
松
市
丸
ノ
内
１
―
１

　高
松
法
務
合
同
庁
舎
内

　☎
０
８
７
・
８
２
２
・
４
４
６
９

・
高
知
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

　〒
７
８
０
―
０
０
６
５

　

　高
知
市
塩
田
町
19
―
13

　☎
０
８
８
・
８
７
２
・
９
２
８
３

平
成
26
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　世
界
も
、
自
分
も
変
え
る
シ

ゴ
ト
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
！
」

①
青
年
海
外
協
力
隊

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　あ
な
た
の
技
術
を
・
経
験
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
開
発

途
上
国
で
、
現
地
の
人
々
と
協

働
し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、
国

づ
く
り
に
協
力
し
ま
す
。

シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
応
募
相
談

　３
月
23
日
（
日
）

　13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

シ
ネ
マ
＆
体
験
談
＆
説
明
会

　４
月
12
日
（
土
）

　13
時
30
分
〜
17
時

　イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知

　２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

■
対
象

　20
〜
30
歳
、
満
40
〜
69
歳

  

（
２
０
１
４
年
５
月
12
日
現
在
）

　※
日
本
国
籍
を
持
つ
人

■
募
集
期
間

　４
月
１
日
〜
５
月
12
日

　消
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ

　Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

　☎
０
８
７
・
８
２
１
・
８
８
２
４

■問い合わせ

仁淀川町役場税務課　☎３５－１０８０

池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

中津渓谷ゆの森　レストランホール

さい  と



高吾北消防署
からのお知らせ

《15》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《14》

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって

火災の発生を防止し、高齢者等の犠牲者を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として毎

年実施しています。

【３つの習慣】

①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすいものから

　離れた位置で使用する。

③ガスこんろなどのそばを離れる

　ときは、必ず火を消す。

【４つの対策】

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、

　防炎品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設

　置する。

④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の

　協力体制をつくる。

“春の火災予防運動”（３月１日～７日）
《消すまでは　心の警報　ＯＮのまま》 2013年度　全国統一防火標語

「住宅防火いのちを守る７つのポイント」ー３つの習慣・４つの対策ー

̶ 運転免許証の記載変更について ̶

 過去2年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されます

国
民
年
金
だ
よ
り

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険

料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
（
※
）
が
受
け
ら
れ
る

期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
七
月
（
学
生

納
付
特
例
は
直
前
の
四
月
）
ま
で
の
一

年
以
内
で
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年
四

月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
二
年
一
カ
月

前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

（
※
）
「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、

一
部
免
除
（
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分

の
１
）
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
の
こ
と
で
す

■
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の

　
　

　対
象
期
間
も
拡
大
さ
れ
ま
す

　
災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免

除
（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、
こ

れ
ま
で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は

前
年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が

あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
は
災
害
・

失
業
な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な

ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
六
月
ま
で
の

期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
平
成
二

十
六
年
三
月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・
失

業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分
の

審
査
対
象
期
間
は
、
二
年
一
カ
月
前
ま

で
で
す
）

　
二
年
一
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請

が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な

ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
失
業
な
ど

の
特
例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に

基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除

が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶

予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を

行
い
ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業

な
ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
、
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

高知県電源立地地域対策交付金事業について
　仁淀川町には、水力発電所７施設の立地に伴い、

仁淀川町国民健康保険診療所の運営事業へ「電源

立地地域対策交付金」が交付されており、診療所

職員の人件費として活用しています。

○電源立地地域対策交付金の目的
　この交付金は、発電所がある市町村での公共用

施設整備や住民福祉の向上に資する事業に対して

交付することで、発電用施設に対する地元理解の

促進を図り、水力発電施設の円滑な運転につなげ

ていくものです。

○電源地域とは
　交付金の対象となる電源地域とは、建設準備

中・工事中・運転中の発電用施設が所在する市町

村とその周辺の市町村のことです。　

○仁淀川町に係わる発電用施設
　面河第三、岩屋川、大渡、名野川、土居川、

　加枝、仁淀川第三

○仁淀川町で実施された事業
仁淀川町国民健康保険診療所運営事業

（福祉対策措置）

・事業費　16,011,500円

　　　　　うち交付金14,518,000円

・期　間　５カ月

    （平成25年10月～平成26年２月）

■問い合わせ

　仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

診
療
所
運
営
事
業
に
1
4
5
1
万
8
千
円

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

　住所等の変更される方が多くなる時期です。運転免許証の記載事項に変更が生じた場合、速やかに

変更届けを出さなくてはなりません。

 ◆外出は明るく目立つ服装を心がけましょう◆
　まだまだ夕暮れが早い季節が続きます。

　ウォーキングやランニングをされる方は反射材を活用しましょう。交通安

全協会では、会員の方にタスキ等の反射材を差し上げています。ご入り用の

方は、執務時間内に会員証をお持ちになってください。 

記載事項の変更届け出義務（道路交通法94条第１項）

  運転免許証の記載事項に変更を生じたときは、速や

かに届け出て変更事項の記載を受けなければならない。

【罰則：２万円以下の罰金又は科料】

※次回の更新ハガキは免許証の住所地に届

きます。免許証の記載事項変更届けをし

ていないと、更新案内のハガキが届かな

い場合があります

※届け出は原則として本人。代理人申請の場合は、同一世帯の者が世帯全員の住民票を持参してください



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 3月号 《16》《17》 広報によど川 3月号

藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

手
の
凍
む
る
土
佐
の
八
ケ
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　遍
路
行

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　幸
恵

雨
の
中
動
か
ぬ
鶚
冬
至
の
日

　
　
　
　
　
　
　井
上

　美
智

木
枯
や
踏
切
近
く
耳
鼻
科
あ
り

　
　
　
　
　
　
　小
崎

　千
恵

初
鏡
女
の
齢
手
に
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　房
子

傾
き
し
賀
状
の
筆
の
温
か
し

　
　
　
　
　
　
　片
岡
代
美
子

元
日
や
神
輿
来
る
ら
し
遠
太
鼓

　
　
　
　
　
　
　上
岡

　利
寿

嬰
児
の
な
き
声
も
し
て
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　藤
原
多
津
子

文
旦
の
収
穫
の
日
々
年
を
越
す

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　妙
子

年
用
意
手
抜
き
に
あ
ま
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　齢
か
な

　
　
　
　
　
　
　尾
崎
マ
チ
エ

子
や
孫
に
叱
ら
れ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　松
の
内

　
　
　
　
　
　
　隅
田

　邦
子

び
っ
し
り
と
霜
の
野
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　厨
窓

　
　
　
　
　
　
　西
尾
美
千
恵

七
種
や
摘
み
つ
つ
草
の

　
　
　
　
　
　
　
　名
を
数
へ

　
　
　
　
　
　
　結
城

　華
子

会
い
た
し
と
賀
状
の
友
の

　
　
　
　
　
　
　
　声
の
す
る

　
　
　
　
　
　
　片
岡
と
く
ぞ
う

七
種
の
草
の
名
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　粥
を
炊
く

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉
い
ち
い
ち

読
初
や
わ
れ
ら
が
俳
誌

　
　
　
　
　
　
　
　五
〇
〇
号

仁
淀
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　古
味

　孝
子

た
よ
り
な
い
玉
葱
最
后
の

　
　
　
　
　
　
　施
肥
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　古
味

　幸
子

近
径
は
大
葎
な
り
梅
香
る

　
　
　
　
　
　
　堀
部

　貞
子

山
里
の
ふ
る
え
て
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　野
水
仙

　
　
　
　
　
　
　松
岡

　豊
子

今
朝
は
や
も
初
音
聞
き
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　郵
便
夫

　
　
　
　
　
　
　吉
田
豊
之
祐

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
貰
い
て
気
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　田
村

　大
陸

七
日
迄
め
で
た
さ
云
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　昼
の
酒

　
　
　
　
　
　
　川
上

　純
子

春
立
つ
や
里
に
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　赤
子
泣
く

　
　
　
　
　
　
　植
田

　秋
恵

思
い
出
を
思
い
だ
す
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　夜
の
冷

　
　
　
　
　
　
　市
川

　千
秋

八
重
に
咲
く
し
だ
れ
古
木
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　梅
日
し

　
　
　
　
　
　
　田
村

　千
草

何
と
な
く
立
春
嬉
し
手
紙
書
く

　
　
　
　
　
　

投
稿

　
　
　
　
　
　
　井
上

　一
明

味
噌
汁
に
ひ
と
味
つ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　信
光

み
そ
さ
ざ
え
春
に
成
っ
た
と

　
　
　
　
　ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
ウ

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　春
子

節
分
の
福
豆
食
べ
て
邪
氣
払
う

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉

　信
夫

桃
柿
の
剪
定
良
か
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　井
上
カ
メ
コ

限
り
あ
る
命
の
綱
は
神
の
手
に

仁淀川町行事カレンダー（3月・4月）……… ………

ふたば・長者保育所卒園式

大崎保育所卒園式

大崎小学校閉校式典（大崎小学校
体育館　　　  ）

池川保育園卒園式

広 告

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　近
畿
仁
淀
川
会
役
員 

様

（
京
都
市
）

◇
広
報
寄
付
金

　岡
崎

　俊
夫 

様
（
豊
島
区
）

　谷
脇

　貞
恵 

様
（
高
知
市
）

　西
森

　正
彦 

様
（
松
山
市
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　仁
淀
川
町
役
場

訂
正
と
お
わ
び

広
報
に
よ
ど
川
２
月
号
の
Ｐ

５
の
「
こ
ど
も
英
語
弁
論
大

会
」
の
記
事
で
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

　正
し
く
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

 

【
誤
】
合
田

　美
羽

 

【
正
】
合
田

　未
羽

み
さ
ご

よ
わ
い

よ
わ
いく

り
や
ま
ど

な
な
く
さ

な
な
く
さ

よ
み
ぞ
め

も
も
か
き

せ
ん
て
い

か
た
む

み 

こ
し
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広報によど川 3月号 《18》《19》 広報によど川 3月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「茶畑パフェと厳選茶「霧の薫」セット引き

換え券」を正解者の中から抽選で５名様

に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成26年2月1日現在

  人　口6,305人   （-12）

  　  男　2,963人　　　　　 

  　  女　3,342人　　　　　 

 　世帯数3,281世帯（-11）  

1月中の届出

転入17人　 転出17人

出生  4人　 死亡16人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成26年3月1日発行（No.104）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　「キョーサッ キョーサッ」こ

し守りたちの気合いのかけ声と

ともに会場の熱気も最高潮に。

（秋葉神社　2月11日撮影）

第104回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　3/19（水）必着

・
応
募
者
数

　
  

二
十
六
人

・
正
解
者
数

　

  

二
十
六
人

・
正 

解 

者

　
　篠
原
秀
三（
芋
生
野
）

表
紙
の
写
真

フ
キ
ノ
ト
ウ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　蛇
の
よ
う
に
長
々
と
続
く
行
列

2

　ナ
ス
科
の
落
葉
低
木
。
葉
は
柔
ら
か

く
、
枝
は
つ
る
状
で
細
く
と
げ
が
あ

る 

。
夏
、
薄
紫
色

3

　観
光
バ
ス
で
、
観
光
の
案
内
を
し
た

り
、
乗
客
の
世
話
を
す
る
乗
務
員

4

　金
属
を
打
ち
伸
ば
し
て
板
状
に
し
た
も

の

5

　ま
ち
が
え
て
他
の
物
を
手
に
取
る

7

　飯
に
野
菜
・
魚
介
類
な
ど
の
具
を
入

れ
、
醤
油
や
味
噌
で
味
を
つ
け
て
煮 

た
食
べ
物

9

　ゆ
ら
ゆ
ら
と
動
く
。
ゆ
れ
動
く

12

　ウ
ナ
ギ
科
ウ
ナ
ギ
属
に
属
す
る
魚
類
の

総
称

15

　マ
メ
科
ハ
ギ
属
の
総
称
。
落
葉
低
木
。

秋
の
七
草
の
ひ
と
つ

☆
よ
こ
の
カ
ギ

１

　幼
い
こ
ろ
に
、
と
も
に
竹
馬
に
乗
っ
て

遊
ん
だ
友
。
幼
な
と
も
だ
ち

6

　横
の
方
向
に
滑
る
こ
と

8

　人
間
（
ヒ
ト
）
や
家
畜
・
ペ
ッ
ト
・
農

産
物
・
財
産
な
ど
に
と
っ
て
、
有
害
な

作
用
を
も
た
ら
す
虫

10

　建
築
物
や
自
動
車
の
窓
用
の
ほ
か
、
鏡

用
な
ど
に
最
も
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い

る
板
状
の
ガ
ラ
ス

11

　溶
液
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
（
溶
け
て

い
る
（
各
成
分
）
溶
質
）
の
量
の
割
合

13

　「
気
色
悪
い
」
「
き
つ
い
」
ま
た
「
す

ご
い
」
こ
と

15

　四
季
の
第
一
。
冬
と
夏
の
間
で
、
日
本

で
は
3
・
4
・
5
月
を
い
う

16

　継
い
だ
り
は
い
だ
り
す
る
こ
と
。
特

に
、
衣
服
に
つ
ぎ
を
あ
て
る
こ
と

17

　物
の
中
心
。
中
心
部
の
か
た
い
と
こ
ろ

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル

茶
畑
パ
フ
ェ
と
厳
選
茶「
霧
の
薫
」セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
換
え
券
を
５
名
様
に
！

　日本一の清流と朝霧の中で育

まれた茶葉をベースにしたソフ

トクリームやゼリー、自家製茶

団子などを贅沢に盛り合わせ

た、お茶の香りを存分に楽しめ

る和風パフェ。ゼリーは「かぶ

せ茶」か「ほうじ茶」よりお選

びいただけます。池川一番茶の

「霧の薫」と一緒にどうぞ！

　　池川茶園
〒７８１－１６０６　

高知県吾川郡仁淀川町土居甲695-4

☎＆FAX ３４－３１００

営業時間：10時～17時（不定休）

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://ikegawachaen.jp/

い
つ
も
の
お
茶
が
パ
フ
ェ
に

1月11～20日 定 利



「明るく元気な子に育ってね」

「思いやりのある優しい女の子になって下さい」

広報によど川

2014
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平成26年3月1日発行（No.104）

はじめまして ・  　 ・   　・

にしもり  せ  な

平成25年4月23日生
保護者/大祐・成美

西森 瀬成くん（下土居）

さわむら　せい

平成25年8月10日生
保護者/信一・登志美

澤村 星ちゃん（西古城山）

華
麗
な
時
代
絵
巻

　秋
葉
ま
つ
り

森
地
域
に
待
望
の
高
齢
者
施
設
が
完
成

厳
冬
の
滝
に「
氷
の
滝
」出
現

　赤
滝・白
滝

西
森
満
生
さ
ん「
瑞
宝
単
光
章
」受
章


